
６年「分数のわり算」① 

６年生 １０「分数のわり算」（全８時間） 
【単元の目標】 
〔関心・意欲・態度〕 分数の除法の計算を整数や小数の計算をもとに考えたり工夫したりするよさに気づくとともに、そこ

に除法の意味や性質が有効に働いていることに気づき、それらをすすんで活用して筋道立てて考えた
り、説明したりしていこうとする。 

〔数学的な考え方〕  分数の除法において、乗法の意味を整数や小数の範囲から発展させて考えたり、その計算の仕方を、
整数や小数の計算で活用したわり算の性質や図に基づいて筋道立てて考えたり、説明したりできる。 

〔 表現・処理 〕  分数の除法の計算ができ、それを用いることができる。 
〔 知識・理解 〕  分数の除法の意味についてそれがどのような場面で用いられるのか理解する。 

分数の除法の計算の仕方を理解する。 
小
単
元 
時 ねらい 主な学習活動 評価規準 子どものつまずきに応じた主な指導・援助 

問題：1/4d�で2/5㎡の板をぬれるペンキがあります。この ペンキ１
d�では、何㎡の板がぬれるでしょう。 

○場面を式に表す。 2/5÷1/4 

課題：分数÷単位分数を計算する方法を考えよう。  

１ 2/5÷1/4 の計
算を数直線や

面積図で考え

る活動を通し

て、真分数÷

単位分数の計

算の意味と仕

方を理解する

ことができ

る。 
【一斉→課題 
→習熟度 
別】 

じっくりコース 
○数直線をかく。 
○個人追究 
・１d�でぬれる面積は、1/4d�でぬ
れる面積の４倍だから、 

2/5÷1/4＝2/5×4 
＝(2×4)/5＝8/5 

○集団追究 
「次のような計算もできることを

説明しよう」 
2/5÷1/4＝(2/5×4)÷(1/4×4) 

まとめ： 
・1/○でわるのは、○倍するこ
とと同じことだね。 
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１

○

△ ××÷  

○定着問題 教P３１�１①② 
○評価問題 教P３１�１③ 
○自己評価 

どんどんコース 
○個人追究 
・数直線、図から考えと、１d�で
ぬれる面積は、1/4d�でぬれる面
積の４倍だから、 

2/5÷1/4＝2/5×4 
＝(2×4)/5＝8/5 

○集団追究 
「次のような計算もできることを

説明しよう」 
2/5÷1/4＝(2/5×4)÷(1/4×4) 

まとめ： 
・1/○でわるのは、○倍するこ
とと同じことだね。 

○
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１

○

△ ××÷  

○定着問題 教P３１�１①② 
○評価問題 教P３１�１③ 
○自己評価 
○発展問題 

数学的な考え方 
分数×整数に帰

着させて、分子を

分母倍して整数

にして計算しよ

うと考える。 

つまずきの様相 
2/5÷1/4 のような分数÷単位分
数の計算を（2/5×４）÷（1/4×
４）として分数×整数と帰着さ

せることに気づけない。 
評価 
ノート、交流の姿、質問内容 
手だて 
式を指しながら「習った学習と

違うのはどこですか。」「かける

数を整数にするには、何倍する

といいですか？」と問い、分数

×整数の計算に帰着させること

に気づかせる。 

問題：3/4d�で 2/5 ㎡の板をぬれるペンキがあります。この ペンキ１  
d�では、何㎡の板がぬれるでしょう。 

○場面を式に表す。 2/5÷3/4 

課題：2/5÷3/4のような分数÷分数を計算する方法を考えよう。  

１ 
 
分

数

で

わ

る

計

算 

２ 2/5÷3/4 の計
算の仕方を図

や数直線で考

える活動を通

して、わる数

の分母と分子

を入れ替えて

かければよい

ことを知り、

分数×分数の

計算をするこ

とができる。 

【一斉→課題 
→習熟度 
別】 

じっくりコース 
○数直線をかく。 
○個人追究 
・まず1/4d�でぬれる面積を求める
ために3/4d�でぬれる面積を３で
わり、それを４倍して、 

2/5÷3/4＝(2/5÷3)×4 
    ＝2/(5×3)×4 
    ＝(2×4)/(5×3) 
    ＝8/15 
○集団追究 
・途中の式を見ると、わる数の分

子と分母を入れ替えてかければ

よさそうだ。その方が簡単に計

算できる。 

まとめ： 
・分数÷分数の計算は、わら

れる数に、わる数の分子と

分母を入れかえた分数をか

ければいいね。 

◇○

□△
＝
◇

□

○

△
＝
□

◇

○

△

×
××÷  

○定着問題 教P３２�２①② 
○評価問題 教P３２�２③ 
○自己評価 
 

どんどんコース 
○個人追究 
・数直線、図から考えると、まず

1/4d�でぬれる面積を求めるため
に 3/4d�でぬれる面積を３でわ
り、それを４倍して、 

2/5÷3/4＝(2/5÷3)×4 
    ＝2/(5×3)×4 
    ＝(2×4)/(5×3) 
    ＝8/15 
・途中の式を見ると、わる数の分

子と分母を入れ替えてかければ

よさそうだ。その方が簡単に計

算できる。 
○集団追究 

まとめ： 
・分数÷分数の計算は、わら

れる数に、わる数の分子と分

母を入れかえた分数をかけ

ればいいね。 
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○定着問題 教P３２�２①② 
○評価問題 教P３２�２③ 
○自己評価 
○発展問題 

数学的な考え方 
わる数の分子の

数だけわってか

ら分母の数だけ

かければよいと

考えることがで

きる。 

つまずきの様相 
３でわって1/4の４倍（単位分数
の～倍）すればよいことに気づ

かない。 
評価 
ノート、交流の姿、質問内容 
手だて 
式を指しながら「習った学習と

違うのはどこですか。」「かける

数を１/４にするには、どうする
といいですか？」と問い、2/5÷
1/4の計算に帰着させることに気
づかせる。 
 



６年「分数のわり算」② 

問題：９/10÷３/４の計算をしましょう。 

○ 前時に学習した公式を復習する。 

課題：分数÷分数の計算を、「は・か・せ・どん」でできる方法を考え

よう。  

３ ９/10÷３/４
の計算を既習

の計算方法で

考えることを

通して、途中

で約分できる

ときは約分し

て計算する

と、簡単で手

際よく計算で

きることを理

解する。また、

分数÷整数、

整数÷分数の

計算を、分数

÷分数の形に

統合して考え

ることができ

る。 
【一斉→課題 
→習熟度 
別】 

じっくりコース 
○分数÷分数（約分のないもの）

を計算し、前時の公式の定着を

確認する。 
○個人追究 
・わる数の分子と分母を入れかえ

た分数をかければいいから、 
９/10÷３/４ 
＝９/10×4/3 
＝(9×4)/(10×3) 
＝36/30＝6/5（約分） 

○ 集団追究 
・36/30にしてから約分するよりも、

(9×4)/(10×3)のところで約分で
きる数どうし約分した方が簡単

に計算できる。 
「整数を分数に直して、2/5÷3、 

2÷3/4を計算してみよう」 

まとめ： 
・途中で約分できるときは約

分して計算すると簡単だ

ね。 
・分数÷整数、整数÷分数の 

計算は、分数÷分数の形に 

しても計算できるね。 

○定着問題 教P３３�３①②・４
①② 

○ 評価問題 教P３３�３③・ 
４③ 

○自己評価 

どんどんコース 
○個人追究 
・わる数の分子と分母を入れかえ

た分数をかければいいから、 
９/10÷３/４ 
＝９/10×4/3 
＝(9×4)/(10×3) 
＝36/30＝6/5（約分） 

・36/30にしてから約分するよりも、
(9×4)/(10×3)のところで約分で
きる数どうし約分した方が簡単

に計算できる。 
○ 集団追究 
「整数を分数に直して、2/5÷3、 

2÷3/4を計算してみよう」 

○ 定着問題 教P３３�３①②・ 
４①② 

○ 評価問題 教P３３�３③・ 
４③ 

○ 自己評価 
○発展問題 

まとめ： 
・途中で約分できるときは約 

分して計算すると簡単だ 

ね。 
・分数÷整数、整数÷分数の 

計算は、分数÷分数の形に

しても計算できるね。 

数学的な考え方 
途中で約分する

と早く、正確な計

算ができると考

える。 

つまずきの様相 
約分に気づかない。 
評価 
ノート、交流の姿、質問内容 
手だて 
「約分はできないですか」「どこ

で約分すると速いですか」と問

い、約分に気づかせる。 
 

問題：７/５ｍの代金が２１０円のリボンと、３/５ｍの代金が２１０円
のリボンがあります。それぞれの１ｍのリボンの代金を求めて、

２１０円と比べましょう。 

○場面を式に表す。 210÷７/５  210÷３/５ 
「２１０円より高くなると思いますか。安くなると思いますか。」 

課題：ぱっと見て、高くなるか安くなるか分かる方法を考えよう。  

１ 
 
分

数

で

わ

る

計

算 

４ 除数が１より
大きいとき小

さいときの被

除数の変わり

方に着目する

活動を通し

て、商と被除

数との大小関

係を判断する

ことができ

る。 
【一斉→課題 
→習熟度 
別】 

じっくりコース 
○数直線をかく。 
○ それぞれ計算して、答えを確かめ

る。 
210÷７/５＝210/1×5/7 
＝(210×5)/(1×7)＝150 

210÷３/５＝210/1×5/3 
＝(210×5)/(1×3)＝350 

○ 個人追究 
・１より大きい数でわると、商は 

わられる数より小さくなる。ま

た、１より小さい数でわると、 

商はわられる数より大きくな 

る。 
○集団追究 

まとめ： 
・１より大きい数でわると、

商はわられる数より小さく

なり、１より小さい数でわ

ると、商はわられる数より

大きくなります。 
・商とわられる数の大小を調 

べるには、わる数が１より大

きいか小さいかを見ればい

いね。 

○ 定着問題 教P３４�５ 
○ 評価問題 計ド 
○自己評価 

どんどんコース 
○ 個人追究 
・それぞれ計算して、 

210÷７/５＝210/1×5/7 
＝(210×5)/(1×7)＝150 

210÷３/５＝210/1×5/3 
＝(210×5)/(1×3)＝350 

・１より大きい数でわると、商は

わられる数より小さくなる。また、

１より小さい数でわると、商はわ

られる数より大きくなる。 
○集団追究 

まとめ： 
・１より大きい数でわると、 

商はわられる数より小さく

なり、１より小さい数でわ 

ると、商はわられる数より 

大きくなります。 
・商とわられる数の大小を調 

べるには、わる数が１より大

きいか小さいかを見ればい 

いね。 

○定着問題 教P３４�５ 
○ 評価問題 計ド 
○ 自己評価 
○発展問題 
 

数学的な考え方 
除数が１より大

きいとき小さい

ときの被除数の

変わり方から、商

と被除数との大

小関係を判断す

ることができる

と考えることが

できる。 

つまずきの様相 
除数が１より大きいとき小さい

ときの被除数の変わり方に着目

できない。 
評価 
ノート、交流の姿、質問内容 
手だて 
数直線を指しながら「わる数が

１より大きいときは、高いです

か安いですか？」と問い、除数

が１より大きいとき小さいとき

の被除数の変わり方から、商と

被除数との大小関係を判断する

ことができることに気づかせる 



６年「分数のわり算」③ 

問題：けんじさんの家では、３日間にジュースを下のように飲みま

した。きのうと今日飲んだ量は、それぞれおととい飲んだ量

の何倍でしょう。 

おととい：2/3� きのう：5/4� 今日：2/5� 

○場面を数直線に表す 

○ 割合を求める式を確認する。 

・割合＝くらべる量÷もとにする量 

課題：割合を求める方法を考えよう。  

５ 除数が１より

大きいとき小

さいときの被

除数の変わり

方に着目する

活動を通し

て、商と被除

数との大小関

係を判断する

ことができ

る。 

【一斉→課題 

→習熟度 

別】 

じっくりコース 

○具体例（すべて整数になるもの）

によって割合を求める式の定着

を確認する。 

○個人追究 

・式をつくり、計算する。 

きのう 

5/4÷2/3＝5/4×3/2 

＝(5×3)/(4×2)＝15/8 

今日 

2/5÷2/3＝2/5×3/2 

＝(2×3)/(5×2)＝6/10＝3/5 

○ 集団追究 

まとめ： 

・何倍かを求めるには、割合

の考え方を使えばいいね。 

・割合＝くらべる量÷もとに 

する量 

○ 定着問題 教P３５�６ 

○ 評価問題 計ド 

○自己評価 

どんどんコース 

○個人追究 

・式をつくり、計算する。 

きのう 

5/4÷2/3＝5/4×3/2 

＝(5×3)/(4×2)＝15/8 

今日 

2/5÷2/3＝2/5×3/2 

＝(2×3)/(5×2)＝6/10＝3/5 

○集団追究 

まとめ： 

・何倍かを求めるには、割合の

考え方を使えばいいね。 

・割合＝くらべる量÷もとに

する量 

○ ○定着問題 教P３５�６ 

○ 評価問題 計ド 

○ 自己評価 

○発展問題 

 

表現・処理 

分数の除法を用

いて割合を求め

ることができる。 

つまずきの様相 

倍を表す数が分数だと戸惑う。 

評価 

ノート、交流の姿、質問内容 

手だて 

数直線を指しながら、除法の関

係であることを伝え、「割合＝く

らべる量÷もとにする量を使っ

て計算してみましょう。」と投げ

かける。 

問題：よう子さんはみかんを２/３㎏とりました。これはまさるさんが 

とったみかんの４/５倍です。まさるさんがとったみかんは何㎏

でしょう。 

○場面を数直線に表す。 

○ もとにする量を求める式を確認する。 

・もとにする量＝くらべる量÷割合 

課題：もとにする量を求める方法を考えよう  

１ 

 

分

数

で

わ

る

計

算 

６ もとにする量

を求めるとき

にも、分数の

除法を用いら

れることを理

解し、立式し

たり答えを求

めたりするこ

とができる。 

【一斉→課題 

→習熟度 

別】 

じっくりコース 

○具体例（すべて整数になるもの）

によってもとにする量を求める

式の定着を確認する。 

○個人追究 

・式をつくり、計算する。 

2/3÷4/5＝2/3×5/4 

＝(2×5)/(3×4)＝10/12＝5/6 

○ 集団追究 

まとめ： 

・くらべる量と割合が分数のと

きにも、公式にあてはめても

とになる量を求めればいい

ね。 

○ 定着問題 教P３６�７ 

○ 評価問題 計ド 

○自己評価 

どんどんコース 

○個人追究 

・式をつくり、計算する。 

2/3÷4/5＝2/3×5/4 

＝(2×5)/(3×4)＝10/12＝5/6 

○ 集団追究 

まとめ： 

・くらべる量と割合が分数のと

きにも、公式にあてはめても

とになる量を求めればいい

ね。 

○定着問題 教P３６�７ 

○ 評価問題 計ド 

○ 自己評価 

○発展問題 

 

表現・処理 

分数の除法を用

いてもとめる量

を求めることが

できる。 

つまずきの様相 

くらべる量や割合を表す数が分

数だと戸惑う。 

評価 

ノート、交流の姿、質問内容 

手だて 

数直線を指しながら、除法や乗

法の関係であ 

ることを伝え、もとにする量＝

くらべる量÷割合を使ったり、

□を使ってかけ算を使ったりし

で計算してみましょう。」と投げ

かける。 

 



６年「分数のわり算」④ 

課題：習ったことが使えるか確かめよう。  ７ 

じっくりコース 

○教Ｐ３７の練習問題でこれまで

の学習の習熟を図る。 

○自己評価 

どんどんコース 

○教Ｐ３７の練習問題と「まとめ

よう」でこれまでの学習の習熟

を図る。 

○自己評価 

課題：習ったことが使えるか確かめよう。  

２ 

 

練 

習 

 

 

８ 

習ったことを

使って、分数

÷分数や整数

÷分数の計算

ができる。 

【習熟度別】 

じっくりコース 

○教Ｐ３７の「まとめよう」でこ

れまでの学習の習熟を図る。 

○自己評価 

どんどんコース 

○習ったことをつかって、問題を

作ったり解いたりする活動を通

して、発展を図る。 

○自己評価 

関心・意欲・態度 

既習を使えばで

きると考え、意欲

的に取り組む。 

つまずきの様相 

分からない問題があると、あき

らめてしまう。 

評価 

ノート、交流の姿、質問内容 

手だて 

ノートや掲示を指しながら、「こ

の問題は、ここで習ったことが

使えますね。」と投げかけ、既習

を想起させる。 

 ９  テスト   

 


